
木簡史料紹介――牛札――

木
簡
史
料
紹
介
―
―
牛
札
―
―

勤
務
先
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
採
訪
調
査
で
見
出
し
た
木
簡
に
関
す
る

史
料
を

一
つ
紹
介
し
た
い
。
天
保
元
年

（
一
仝
二
〇
）
に
生
ま
れ
、
明
治
三
十
七

年

（
一
九
〇
四
）
に
没
し
た
神
道
家

（金
刀
比
羅
官
の
神
官
な
ど
歴
任
）
で
あ
り
国

学
者
で
も
あ

っ
た
松
岡
調
は
、
自
ら
掌
る
多
和
神
社
に
因
ん
で
多
和
文
庫
を
開

き
蒐
集
し
た
文
喜

・
典
籍
、
古
器
物
を
収
め
た
。
こ
の
多
和
文
庫
（松
岡
弘
泰
氏

所
蔵
。
香
川
県
大
川
郡
志
度
町
）
は
、　
幕
末
か
ら
明
治
期
に
お
い
て

一
個
人
が
成

し
た
文
庫
と
し
て
は
、
全
国
で
も
数
指
の
中
に
入
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

史
料
編
纂
所
で
は
、　
明
治
二

一
年

。
昭
和
六
年
に
調
査

し
た
が
、

更
に
昭
和
五
三
年

。
昭
和
五
七
ｔ
六
〇
年

と
調
査

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

３
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』

一
四
号
、
一
九
七
九
年
二
月
、
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究

報
告
。
同

一
八
号
、　
一
九
八
四
年
三
月
、
採
訪
調
査
報
告
。
同

一
九
号
、
一
九
八
五
年
三

月
、
採
訪
調
査
報
告
）。

松
岡
調
に
は
、　
学
界
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
他
に
、

自
筆
史
料
集

・
考
証
及
び
日
記

『年
々
日
記
』

一
五
四
冊

（文
久
四
年

（
一
八
六

四
）
―
明
治
一一一五
年

（
一
九
〇
一一》

が
あ
り
、
更
に
刊
行
を
前
提
と
し
て
執
筆
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
未
完
の
『
新
撰
讃
岐
国
風
上
記
堂

一四
冊

（第
二
稿
本

二
冊

〔香
川
郡
〕
と
浄
書
本
三
二
冊
〔大
内

・
寒
川

・
三
木

・
小
田
十

一
部
欠
―

・
阿
野

石

上

英

・
鵜
足
・
那
珂
・
多
度
郡
じ

が
あ
る
。
松
岡
調
は
、
若
い
頃
、
嘉
永
六
年

（
一
八

五
一一一）
序
を
も
つ

（公
刊
は
翌
七
年
）
梶
原
景
惇

・
景
紀
父
子
撰

『讃
岐
国
名
勝

図
絵
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
絵
図
の
版
下
の
縮
模
を
行

っ
て
大
い
に
貢
献

し
て
い
る
。
そ
の
際
の
経
験
が
、
同
書
を
上
回
る
香
川
地
方
誌
の
大
著
撰
述
の

一
つ
の
動
機
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

『新
撰
讃
岐
国
風
土
記
』
寒

川
郡
之
部
第
二
冊
志
度
郷
の
末
村
の
条
に

「牛
馬
の
祈
濤
」
の
項
が
あ
り

「牛

札
の
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「牛
馬
の
祈
薦
」
の
文

と

「牛
札
の
図
」
の

釈
文
と
図
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

牛
馬
の
祈
薦

攀攀
勁
票
騨腱
Ⅷ
麟
頴
鋒

僻
喘
稚
夢
節
を輸
設
銃
統
鞣
期
なな焼
監
絶
一掛
総

他
村
に
て
ハ
、
聞
か
ぬ
支
な
れ
、ハ
、
其
牛

の
札
を
図
に
し
て
、
次
に
い
た
せ
り
、

牛

ノ
札

の
図

常
ノ、
、
上
に
穴
あ
る
に
、
床
紐
機
離
帆
Ⅸ
ば
掛
た
り
、
襲
蠍
保〓
潔
雑
に
寸
撃
勃
説
」



藪

錘

紺

午
馬
如
三思
安
含

一
尺
一
寸轄
匙
繹
護

松
岡
調
は
絵
画
の
模
写
に
秀
で
て
お
り
、
『
新
撰
讃
岐
国
風
上
記
』

に
も
文

書
や
古
器
物
の
細
密
で
正
確
な
縮
模
図
が
多
奴
収
載
さ
れ
て
い
る
。

「牛
札
の

図
」
に
は
三
枚
の
牛
札
が
模
写
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
形
、
文
字
は
正
確
に
縮

模
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
は
長
さ
三
寸
三
分
、
二
は
長
さ

一
尺

一
寸
、

４金
え
魂
翻

繊

∴

．虫

ふ

ぇ

ゎ

っ
Ｌ
農

鎮

雫

聴

衡

監

礼

ｔ

，
・

饉
得
鶴

一
え

一
守

命森尋

三
は
長
さ
七
寸
五
分
余
と
あ
る
。
牛
札

一
は
〇
三
二
ま
た
は
〇
三
三
型
式
、
牛

札
二
は
〇

一
一
型
式
、
牛
札
三
は
〇
三
二
型
式
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
麻
組

を
通
し
て
牛
屋
の
柱
に
掛
け
る
た
め
上
部
に
小
孔
が
穿

っ
て
あ
る
。

保
食
神

（ま
た
は
壌
保
食
神
）
の
神
名
の
書
か
れ
た
呪
符
木
筒
の

一
種
と
見
な
し
て
よ
か

ろ
う
。
他
の
類
似
の
民
谷
例
の
有
無
、
保
食
神
と
牛
馬
の
安
全
守
護
と
の
関
係
、

こ
の
牛
札
が
明
治
以
降
現
在
ま
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
ど
全
く
調
査
考
証
を

加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
史
料
に
記
さ
れ
た
呪
符
木
簡
の
一

例
と
し
て
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
研
究
の
一
資
料
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ｉ
十

三
分
”」




